
こ
こ
最
近
の
特
殊
詐
欺
被
害
状

況
に
つ
い
て
、
認
知
件
数
と
被
害

額
は
と
も
に
前
年
同
期
比
で
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
前
兆
事
案

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

被
害
が
減
少
し
て
い
る
の
は
一

時
的
な
も
の
で
、
犯
人
グ
ル
ー
プ

の
魔
の
手
は
弱
ま
る
ば
か
り
か
、

一
層
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

最
近
の
手
口

【
架
空
請
求
の
封
書
】

県
内
の
複
数
の
市
町
村
の
住
民

宅
に「
提
訴
の
告
知
」「
訴
状
」な

ど
と
題
す
る
３
枚
の
書
面
が
入
っ

た
封
筒
が
届
い
て
い
ま
す
。
封
筒

は
、
赤
字
で『
至
急
』と
記
載
さ

れ
た
茶
色
封
筒
で
す
。

１
枚
目
に
は
赤
色
で「
重
要
」と

記
載
さ
れ
た
紙
で
、

□
訴
訟
管
理
番
号

□
取
り
下
げ
期
日

□
住
所
、
氏
名

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
枚
目
に
は「
訴
状
の
告
知
」と

題
し
、

□
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴
訟

と
し
て
、
訴
状
が
提
出
さ
れ
た

□
連
絡
が
な
い
場
合
、
差
押
え
を

強
制
的
に
履
行
す
る

□
地
方
裁
判
所
管
理
局

□
訴
訟
窓
口
の
電
話
番
号

な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
枚
目
は「
訴
状
」と
題
し
、

□
原
告
訴
訟
代
理
人　

弁
護
士
名

□
訴
訟
費
用
は
被
告
の
全
額
負
担

な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

容
は
架
空
請
求
は
が
き
と
同
様
の

も
の
で
す
。

～
被
害
防
止
対
策
～

◦
書
面
に
記
載
の
連
絡
先
に
は
絶

対
に
連
絡
せ
ず
無
視
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
も
し
も
、
電
話
を
か
け
て
し
ま

い
相
手
か
ら
お
金
を
請
求
さ
れ

た
と
し
て
も
、
絶
対
に
支
払
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
ひ
と
り
で
判
断
す
る
こ
と
な
く
、

家
族
や
警
察
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

次
々
変
化
し
て
い
く
詐
欺
の
手

口
に
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

情
報
提
供
や
相
談
な
ど
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　9月29日(日)は、県内巡回型のイ
ベント「長野コーヒーフェスティ
バル」を役場駐車場で開催しまし
た。昨年、コーヒーフェス実行委
員会にお声掛け頂き、この日のた
めに準備をして来ましたが、2日前
までの予報は雨で、とても不安で
した。ですが、当日は不安を一掃
するかのような快晴！ 約6000人の
お客さまにお越し頂くことができ
ました。本当にありがとうござい
ました！

短
歌
・
俳
句
の
世
界

「
短
歌
の
会
」
と
「
御
代
田
風
の
道
俳
句
会
」、「
五
月
俳
句
会
」
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
代
表
作
品
で
す
。

短
　
歌

友
は
逝
き
形
見
と
な
り
し
新
品
の

か
の
こ
の
被
布
を
広
げ
て
寂
し�

桜
井
み
さ
を

濁
流
に
屋
根
ま
で
没
す
る
自
動
車
群

く
り
か
え
し
見
す
豪
雨
の
ニ
ュ
ー
ス�

大
屋　

侊
雄

く
る
く
る
と
大
き
な
鳥
の
案
山
子
舞
ふ

田
の
面
に
雀
ら
近
寄
り
て
来
ず

大
井　

藤
子

【
御
代
田
風
の
道
俳
句
会
】

奔
る
栗り

鼠す

鬼く

胡る

桃み

抱
え
て
転
ぶ
な
よ

石
川　

政
司

秋
入
日
杜
の
下
刈
り
済
み
し
頃�

石
川　

弘
美

濁
流
を
静
か
に
看
る
や
秋
の
雲�

荻
原　

和
彦

和
菓
子
屋
の
ケ
ー
ス
の
中
の
紅
葉
か
な

千
葉　

幸
子

秋
雲
や
狭さ

真ま

魚な

に
見
立
て
大た

い

魚ぎ
ょ

祈ね

ぐ

井
田　

美
乃

俳
句
道
場
【
五
月
俳
句
会
】

紅
葉
散
る
小
さ
き
窓
や
ジ
ャ
ズ
喫
茶�

武
谷
美
智
子

「
ば
か
た
れ
」
と
叩
く
手
温
き
冬
の
星

湯
本
み
つ
る

木
枯
を
待
た
せ
て
母
娘
お
買
物�

金
沢

安
子

大
浅
間
借
景
に
し
て
稲は

架ざ

日
和

窪
田
よ
し
子

蠕ぜ
ん

動ど
う

の
軌
跡
を
巡
る
雪
蛍

柳
沢　

伸
一

尾関Report
地域おこし協力隊御代田体験記

Profile

［出身］
愛知県名古屋市

御代田町地域おこし協力隊
二次元コード

尾
お

関
ぜき

充
み

紗
さ

9月29日　長野コーヒーフェスティバル

10月6日　町民大運動会

お気に入り写真

#235

気軽に話しかけて
ください

Facebook

Twitter

instagram

Q1　趣味は？
バスケットボール

Q2　おすすめのスポットは？
JR篠ノ井線姨捨駅から見た長野盆地の夜景

Q3　理想の人は？
いつも明るく前向きな人

Q4　これからやりたいことは？
まだ警察学校を卒業したばかりですが、早く仕事
を覚え、一人前の警察官として地域の皆さまに寄
り添えるようになることです。

Q5　まちづくりに一言
警察官人生最初の赴任地となった御代田町ですの
で、特殊詐欺などの犯罪や悲惨な交通事故のない
まちづくりをしていきたいと考えています。

俳
　
句
当
期
雑
詠
二
字

消
費
生
活
情
報佐

久
警
察
署０２

６
７（
68
）０
１
１
０

総
務
課
庶
務
係

（
32
）３
１
１
１

問
い
合
わ
せ
先

訂
正
と
お
詫
び

【
誤
】重
き
荷
を
肩
よ
り
下
ろ
し
お
ぼ
お
ぼ
と
乗
り
越
え
駅
で
ベ
ン
チ
を
探
す
　
吉
田
　
倉
子

【
正
】重
き
荷
を
肩
よ
り
下
ろ
し
お
ぼ
お
ぼ
と
乗
り
換
え
駅
で
ベ
ン
チ
を
探
す
　
吉
田
　
倉
子

訂
正
と
お
詫
び

【
誤
】落
鮎
の
焦
が
れ
て
も
鰭
ひ
れ
正
し
う
す

内
堀
　
隆
久

【
正
】落
鮎
の
焦
が
れ
て
も
鰭
正
し
う
す

内
堀
　
隆
久

Let's try English! Message FROM
Nathan John Clinch
（中学校ALT）
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As I am writing this it is November, but not only that, it’s also 
NaNoWriMo. What an interesting word! Have you heard of 
it? NaNoWriMo stands for ‘National Novel Writing Month’. 
November was chosen because the first 4 letters of November are 
the same as novel. It’s easy to remember, right! NaNoWriMo is 
also the name of the non-profit organization (NPO) that runs the 
program. Every year in November people participate and try to 
write a novel. There are a few simple rules: You must write 50,000 
words. You can plan what you are going to write beforehand, but 
anything you intend to include in the novel may only be written 
during November ; To be precise, starting midnight November 1st 
and ending 11:59:59 on November 30th. Last year I took part and 
only just managed to complete it. What I wrote was low quality, 
but the experience of trying was fun. 
Why do I think one should try it? It might just be a fun pastime, 
but I think there are also a lot of benefits. There is the possibility 
your novel might be really good, maybe even be published, become 
popular and make you a lot of money... well that’s probably just 
a fantasy! But regardless of whether you write well or not, I 
believe there are many real benefits to the simple act of writing. 
I found that when I wrote, my thoughts became clearer and it 
was easier to evaluate problems. You can use a wider vocabulary 
and complex constructions, that aren’t used in spoken language, 
these can express complicated and nuanced ideas. I feel writing 
every day helped me rediscover and increase my creativity and 
imagination. One last benefit was that I became much faster at 
typing and this has helped me a lot! I recommend writing every 
day or at least once a week. It doesn’t have to be a novel. How 
about writing a diary? If you write a diary you can make sense of 
the things that happen to you in your day and I think it can make 
your path in life easier to find. I think writing is a good idea for 
everyone. So why not give it a try? Of course, it doesn’t have to be 
in English! 
I am participating in NaNoWriMo again this year and trying my 
best. When you are reading this November will be over. Was I 
able to complete it again this year? If you see me around, please 
ask me! If you want to check out NaNoWriMo here is the official 
website > https://nanowrimo.org/

今これを書いているのは11月、でもそれだけではなく、今は
NaNoWriMo (ナノリモ)です。なんておもしろい言葉でしょ
う! 聞いた事がありますか?　NaNoWriMoは「Nat iona l (全
国) Novel(小説) Writing(創作) Month( 月間)」という意味です。
Novemberの最初の4文字はnovelと同じなので、11月がこの月
間に選ばれました。覚えやすいですね! NaNoWriMo はまた、プ
ログラムを実行する非営利団体の名前です。毎年11月に多くの
人が小説を書いて参加します。簡単なルールがいくつかありま
す。それは5万語を書かないといけないということです。11月の
前に、何を書くか計画を作っても良いのですが、文章そのものは
11月の1カ月の間に書かないといけません。正確に言うと、11月1
日の午前0時から11月30日の23：59：59いっぱいまで。昨年、私
は参加してぎりぎりで完成しました。私が書いたものは大したも
のではなかったのですが、やってみたらとても楽しかったです。
なぜやってみるべきだと思いますか? ただの楽しい趣味かもしれま
せんが利益が多いと思います。小説はとても可能性があります、本
を出して、人気になって、いっぱいお金を儲けられるかもしれな
い...まあ、それはただのファンタジーでしょうね! しかし、上手に
書くかどうかにかかわらず、書くという簡単な行為には多くの利
点があると思います。私は書いている間に、自分の考えているこ
とがはっきりしてきて、困っていることを解決しやすくなったこ
とに気がつきました。書かれた文章で、より多くの言葉の意味と
口語では使われていない構文を使える、そうすることでより細か
くて、よりニュアンスがある考えを表現できます。毎日書いたこ
とで、創造性と想像力を再発見し、それらを育てるのに役立ったと
感じています。もう一つのいいことは私のタイピングの速さがかな
り上がったこと、それが自分にとても役に立っています。毎日、ま
たは少なくとも週に一度書くことをお勧めします小説ではなくても
良いです。日記を書くのはどうですか? 日記を書ければ一日に起こ
ることの意味をうまく理解できるようになり、人生の道をたどりや
すくなります。書く事は誰にとってもいいことだと思います。だか
ら、やってみませんか? もちろん、英語で書かなくてもいいですよ!
今年も参加していて頑張っています。今あなたがこれを読んでい
るときは、もう11月は終わっているでしょう。今年も私はまたで
きたかな? どこかで私と会ったら聞いてね。もし、NaNoWriMo
に興味あったら公式サイトへどうぞ > https://nanowrimo.org/
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